
【GIGA×指導の工夫・改善】 考えや進度を可視化し、個々をつなぐ指導の改善

田辺市立稲成小学校（和歌山県）【指定校】リーディングDXスクール事業 【GIGA×指導の工夫・改善】
様式Ⅱ-B1

【資料１】１４年生国語のスプレッドシート

【資料２】５年生社会のスプレッドシート

＜考察＞

タブレット端末を活用することで、児
童が、➀何を考えているか➁学習がどこ
まで進んでいるかが分かり、状況を常に
捉えながら個別に対応しやすくなりまし
た。
4年国語では、場面分けをする際に、

スプレッドシートを活用しました。そう
することで、教師が児童の考えを見取っ
たり、児童同士が考えを共有したりしや
すくなりました。【資料１】

5年社会では、児童の学習進度を把握

できるスプレッドシートを作成しました。
チェックボックスやゲージを作成するこ
とで、進度がすぐに分かるようにしまし
た。【資料２】

教師は、スプレッドシートから児童の
考えや進度を見取ることで、児童が何に
困っているかを把握し、他者の考えを参
照させたり、他の児童に相談させたりと、
児童同士をつないでいくことを意識した
指導ができるようになりました。


